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議題

１.高齢者支援総合センターの人員配置基準について
(1)令和7年度現在の墨田区の人員配置基準
(2)地域包括支援センター人員体制
(3)圏域別高齢者数
(4)圏域別要介護・要支援認定者数
(5)圏域別相談件数の推移
(6)新たな墨田区の人員配置基準（案）について
２.その他



１.令和７年度現在の墨田区の人員配置基準

該当高齢者支援総合センター配置基準65歳以上高齢者数

こうめ、八広はなみずき4.0人～6,500人
4.5人6,501人～7,000人

なりひら5.0人7,001人～7,500人
みどり、同愛、うめわか5.5人7,500人～8,000人
むこうじま、ぶんか6.0人8,001人～

※このほか各センターに認知症地域支援専門員１名、生活支援コーディネーター１名を配置している。



【参考】国の定める職員の配置基準

■センターの職員の員数
センターに置くべき、専ら包括的支援事業等に従事する常勤の職員の員数は、センターが担当する区域に
おける第１号被保険者（65歳以上高齢者）の数がおおむね3,000人以上6,000人未満ごとに、保健師
１人、社会福祉士１人及び主任介護支援専門員等１人とする（介護保険法施行規則第140条の66
第1号イ）。

■適切な人員体制の確保（市町村の責務）
センターの運営に当たっては、地域における高齢化の状況（要介護・要支援者の増加等）、相談件数の
増加、困難事例及び休日・夜間の対応状況等を総合的に勘案し、センターの専門職等が地域ケア会議
及び地域への訪問や実態把握等に係る活動が十分に行えるよう、適切な人員体制を確保する必要がある。
（「地域包括支援センターの設置運営について」（厚生労働省通知令和7年7月17日））



２.地域包括支援センター人員体制（令和7年10月1日時点）

過不足
人数合計非常勤

その他
社会
福祉士保健師介護支援

専門員
主任介護
支援専門員センター名

－0.5人５人０人２人１人１人１人みどり
－0.5人５人０人１人１人２人１人同愛
－1人４人１人２人０人０人１人なりひら
０人４人０人２人１人１人０人こうめ
－１人５人０人１人１人１人２人むこうじま
＋1.3人6.8人0.8人３人１人１人１人うめわか
０人６人０人２人１人２人１人ぶんか
０人４人０人１人１人１人１人八広はなみずき

※このほか各センターに認知症地域支援専門員１名、生活支援コーディネーター１名を配置している。
※うめわか高齢者支援総合センターの福祉機器展示室職員は除く。



３.圏域別高齢者数（令和7年9月1日時点）

備考85歳以上
高齢者数

75歳以上
高齢者数（後期割合）

65歳以上
高齢者数圏域

1,324人（16.9％）4,284人（54.8％）7,817人みどり
1,440人（18.1％）4,514人（56.8％）7,950人同愛

R8減予定1,284人（18.4％）4,017人（57.6％）6,979人なりひら
1,108人（18.9％）3,380人（57.6％）5,865人こうめ

R9以降減可能性1,547人（19.2％）4,821人（59.9％）8,042人むこうじま
R7減1,615人（20.6％）4,874人（62.2％）7,842人うめわか

1,626人（19.4％）5,199人（61.9％）8,394人ぶんか
1,197人（19.3％）3,697人（59.7％）6,188人八広はなみずき
11,141人（18.9％）34,786人（58.9％）59,077人合計



墨田区の高齢者人口の推移（平成30年～令和５年）

65歳以上︓約1,100人減少
【内訳】
65～74歳︓約3,700人減少
75～84歳︓約500人増加
85歳以上︓約2,000人増加

★高齢者人口は微減
★高齢者の高齢化（75歳以上
人口の増加）
※特に、85歳以上の超高齢者
の増加



墨田区の高齢者人口の将来推計

65歳以上 ︓約600人増加
【内訳】
65～74歳︓約1,100人減少
75～84歳︓約800人増加
85歳以上 ︓約900人増加

★高齢者人口は微増
★高齢者の高齢化は継続
（見込み）
★85歳以上の超高齢者の
増加も継続（見込み）



４.圏域別要支援・要介護認定者数（令和7年9月1日時点暫定値）
※65歳以下を含む

合計要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１圏域
1,280人93人132人129人216人325人159人226人みどり
1,499人102人141人167人272人360人207人250人同愛
1,348人68人128人144人234人306人205人263人なりひら
1,158人79人102人121人180人283人170人223人こうめ
1,641人99人130人178人279人394人272人289人むこうじま
1,796人120人153人182人298人443人280人320人うめわか
1,790人117人171人206人290人389人323人294人ぶんか
1,318人91人127人151人222人312人197人218人八広はなみずき
967人119人186人177人196人177人60人52人特例地
12,797人888人1,270人1,455人2,187人2,989人1,873人2,135人合計
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要支援・要介護認定者数に占める75歳以上の割合
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介護度別要支援・要介護認定者数の推移
（平成30年～令和5年）

要支援・要介護認定
者数︓約850人増加
要支援者数︓100人増
加
※令和7年9月1日現在
では、約910人増加

★高齢者人口は減少
しているが、要支
援・要介護認定者
数が増加している。



要支援・要介護認定者数の見込み

要支援・要介護認定者
数︓約3,500人増加
要支援者数︓約900人
増加

★要支援・要介護認定
者数は年々増加
★特に要介護３以上の
伸び率が高くなる。



５.圏域別相談件数の推移（令和元年度～６年度）

令和６年度令和５年度令和4年度令和3年度令和２年度令和元年度圏域
2,856件2,578件2,497件2,443件2,695件2,346件みどり
2,607件2,784件2,603件2,651件2,089件2,120件同愛
864件943件894件1,082件1,261件1,137件なりひら
2,132件2,659件2,870件2,585件2,202件2,118件こうめ
2,250件2,631件2,766件2,596件2,766件2,434件むこうじま
4,230件4,125件3,962件3,449件3,151件2,785件うめわか
4,370件4,101件3,702件3,230件2,804件3,029件ぶんか
2,669件2,767件3,013件2,677件2,945件2,841件八広はなみずき
21,978件22,588件22,307件20,713件19,913件18,810件合計
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75歳以上高齢者からの相談件数が全相談件数の約８割を占めている。



６.新たな墨田区の人員配置基準（案）について

■圏域の前期高齢者数・後期高齢者数に応じて人員加算を行う

・前期高齢者は現在は減少しているものの、将来的には増加に転じる見込みとなっている。
・後期高齢者からの相談件数が全相談の約８割を占めており、後期高齢者数が増加することで相談件数
も増加することが想定される。

■圏域の要介護・要支援認定者数に応じて人員加算を行う
・要介護・要支援認定者数については、高齢者人口が微減傾向にあるにも関わらず、平成30年度以降
増加傾向にあり、今後も増加することが見込まれている。

国の基準


